
平成 22 年度 第 1 回流山市立幼稚園協議会 議事要旨 
 
１ 日 時  平成 22 年 8 月 9 日（月） 午後 3 時 ～ 午後 3 時 55 分 
２ 場 所  流山市役所第 2 庁舎 3 階 304 会議室 
３ 出席者（敬称略） 

委 員：9 名  阿部和子、武下直道、西岡裕雄、秋元久美江、長谷川和枝、 
陶山敏子、堀内松男、高橋玲子、杉山清恵   

       事務局：8 名 教育長 鈴木昭夫、 学校教育部長 渡邉哲也、  
学校教育部次長兼教育総務課長 石本秀毅、 
指導課長 寺山昭彦、 学校教育課長 杉浦明、  
学校教育課長補佐 古川和正、学校教育課学務係長 豊島茂行  

学校教育課主査 内海憲司 
４ 傍聴者  なし 
 
５ 会議内容 委嘱状の交付 
       会長副会長の選任 
       諮問書の交付 
 
６ [ 議事要旨 ] 
 
開会のことば   司会の杉浦課長から流山市立幼稚園協議会の開会に先立ち、委嘱状の交 

付を行う旨の説明がある。 
 
委嘱状の交付   教育長より委員へ委嘱状を交付する。 
 
事務局挨拶    教育長より挨拶がある。 
 
委員自己紹介   委員の方がたより自己紹介がある。 
 
事務局紹介    杉浦課長より事務局職員の紹介がある。 
 
仮議長の選出   規定により渡邉部長が仮議長に選出される。 

委員 11 名のところ 9 名の出席であることから会議が成立していること 
が報告される。 

        
会長の選出     委員の互選により、西岡委員が会長に選出される 



副会長の選出   委員の互選により、阿部委員が副会長に選出される。 
会長挨拶   平成 17 年度の答申にも関わってきたが、今回さらに諮問を受けたことにつ

いては、前回の答申の内容をいよいよ実現すること、また、3 園の廃園の検証

を行うことであると理解している。皆さんの忌憚のない意見を伺い会長の職を

全うしたい。 
 
副会長挨拶  前回の答申から 5 年を経過しているが、子どもを取り巻く環境は激しく動い

ていて先行きは不透明である。話題になっていることの１つに認定子ども園が

ある。前回の答申を今の世の中の流れにどのように反映していくのがよいか考

えている。ひろくまわりを見回して、情報を集めて流山市の幼児教育を望まし

いかたちを考えていきたい。 
 
議長の交代  会長が議長席へ 
 
議長     情報公開について説明 
    
[ 議題１] 
教育長    会長へ諮問書を交付 
    
事務局    各委員へ諮問書（写し）を配付 
     
[ 議題 2] 
事務局    諮問書を読み上げる 

  本市教育委員会が、幼児教育をより一層推進・充実していくため、下記の事項 

について、意見を求めます。 

１ 本市教育委員会が推進する幼児教育の方向性等について、 貴協議会からの意

見を求めます。 

          本市では、平成１７年４月の流山市立幼稚園協議会からの答申を受け、公立３幼

稚園については、順次廃園の方向で取り組みを進めてまいりました。流山市立東

幼稚園は、平成１９年３月末の借地契約切れに伴い既に廃園し、流山市立流山幼

稚園については、平成２３年３月末をもって廃園予定であります。 

           今後は、今般の建て替え工事を経る流山市立江戸川台幼稚園のみが存続する状

況になりますが、当該幼稚園は平成２４年３月末日をもって一旦廃園し、平成２

４年度からは「（仮称）流山市幼児教育支援センター」附属幼稚園として新たな

スタートをする予定です。 



          また、現在小山小学校の校舎の一部を使用して活動を展開している「幼児教育研

究室」は、前述の「（仮称）流山市幼児教育支援センター」となる予定です。 

         時代の大きな流れとして、官民の役割分担に関する議論がありますが、幼稚園に

ついても公立・私立の果たすべき役割を明らかにし、さらに小学校・保育所(園)・

学童保育等との連携を視野に入れた幼児教育の構想が一層必要となります。 

 つきましては、上記の状況を踏まえ、本市教育委員会が推進すべき幼児教育施

策の方向性について、貴協議会からの意見を求めます。  

２ （仮称）流山市幼児教育支援センター及び附属幼稚園のあり方について、貴協 

議会からの意見を求めます。 

   前回の幼稚園協議会答申で、「本市における幼児教育の拠点として、新市街地

地区に、幼児教育支援センター的な機能を持つ新たな施設を建設し、幼稚園や保

育所、学童保育など、公立・私立を含め幼児教育全般を見通した総合的な施設と

して整備を図るべきである」との見解が示されました。それを受け、現在小山小

学校校舎内に「幼児教育研究室」が設置され、流山における幼保小連携活動の推

進・保護者への子育て相談などを進めてきました。 

  今後、この「幼児教育研究室」は、江戸川台幼稚園の建て替えを機に新施設に

移り、「（仮称）流山市幼児教育支援センター」として、さらに積極的な活動が

期待できます。 

 また、平成２３年度からは公立幼稚園は、江戸川台幼稚園のみとなりますが、

建て替えに伴い、平成２４年度に「（仮称）流山市幼児教育支援センター附属幼

稚園」として新たな出発をする予定です。 

 本市の公立幼稚園は、昭和２４年度に開園以来、一貫して本市幼児教育の中心

的役割を果たしてきました。公立幼稚園の開園後には、公立保育所・私立幼稚園・

私立保育園の開所・開園が続き、それぞれに特色ある乳幼児保育・幼児教育が展

開されています。 

 今後、「（仮称）流山市幼児教育支援センター附属幼稚園」は、市内にある９

私立幼稚園･７公立保育所･１０私立保育園等とともに、幼児・保護者・地域への

対応や他機関との連携・協力について先導的な取り組みを示すことが求められて

います。 

  つきましては、上記の状況を踏まえ、「（仮称）流山市幼児教育支援センター

及び附属幼稚園」の果たすべき役割について、貴協議会からの意見を求めます。 

 



事務局  次に若干説明を加えさせていただきます。これまでの公立幼稚園の経過について

説明します。平成１７年４月幼稚園協議会からの答申を受けています。平成１７年

９月幼稚園設置条例の一部を改正する条例、東幼稚園廃園条例が議会によって可決

しました。平成１９年３月東幼稚園を廃園しました。平成２１年４月幼児教育研究

室が小山小学校の移設とともに小山小学校内に開設しました。平成２１年６月幼稚

園設置条例の一部を改正する条例、流山幼稚園廃園条例が可決されました。なお、

平成２３年３月に流山幼稚園は廃園の予定となっています。平成２２年６月江戸川

台幼稚園の建替えと（仮称）幼児教育支援センターの設置を市長より議会で一般報

告をいたしました。 

つぎに江戸川台幼稚園の建替えの経緯を説明します。 
国では、幼稚園の耐震工事についてはこれまで対策を施していませんでしたが、平

成 20 年 6 月に新しく法が改正され、一定規模の幼稚園についても耐震診断を行っ

たところです。この結果、江戸川台幼稚園については、構造耐震指標ＩＳ値が 0.08
で、耐震強度が極めて低い建物であるとの判定が下されたことから、耐震補強から

建て替えることに方針を変更しました。 
また、同園については、これまでの幼稚園協議会の「公立幼稚園を順次廃園とす

る」との答申を尊重し、平成２４年３月に廃園することとしました。 
なお、その敷地には、幼児教育の充実や子育て支援の機能強化を担う目的の新た

な施設を建築する予定としたところであります。 
   
議長   諮問の内容について説明をいただきました。 

今の説明にご意見質問がありますか。 
 
事務局  諮問について、意見、感想がありましたらよろしくお願いしたい。 
    また、事務局に資料の要請等がございましたらお願いします。 
 
議長   今後、進めるにあたって絞っていきたい事や、資料についてございますか。 
 
委員   流山市では幼児教育振興プログラムはあるのか。 
    ありましたら、次回お願いします。 
 
事務局  現在はございません。政権の交代などでの国施策の動きが目まぐるしいため状況

をみていたところです。 
 
議長   松戸市などでは認定子ども園をいちはやく開園している。今回是非そのようなと



ころに発展的にできたらと思います。もちろん是々非々はあります。 
 
委員   もし、ありましたらということで、なければ、この諮問にこたえていかなければ

と思います。 
    
事務局  近隣の状況は、松戸市は１園ありますが休園しています。柏市は１園あります。 
    周りの市について把握したい。 
 
議長   廃園ということもありますが、もう少し、流山市としての幼児教育をまとめてど

う考えていくかということではないか。 
     
 
委員   近隣の市町村はどのように整合性をとりながら行っているのか。そのようなこと

を参考にするのも 1 つの方法であると考えます。 
    もし、資料がありましたらお願いします。 
     もう 1 つ、江戸川台幼稚園は建て替えと考えているのか。場所はどうなのか。 
    また、今後は、高齢者の力を借りるなど、子どもたちを市全体でサポートするのが

良いのではないか。 
  
事務局  現在の場所です。江戸川台幼稚園は、保育所、小学校、学童がすぐ近くにあり、 

駅からも近く場所的には良い立地である。次回以降、建て替えの内容など資料を出

したい。ただし、議会で承認を得た後になると思います。 
 
議長   いくつか提案がありました。事務局で資料をお願いします。 
    他に意見はありますか。ないようでしたら終了いたします。 
    事務局から連絡事項はありますか。 
 
事務局  今後の予定につきましては、お配りいたしました 当日配布資料 ２ をご覧く

ださい。以上のような予定になっていますが、次回の 10 月開催の会議開催日につ

きましては、第 1 回目の会議と同様に、皆様のご都合をお聞きしてから決めたいと

思います。なお、詳細につきましては、文書でご連絡いたします。 
 本日の協議のなかで出されました資料等の要望事項につきましては、ご用意がで

きるものは次回会議の前にお渡ししたいと考えております。 
     また、本会議後に新たにご要望がございましたら、ご連絡をいただきたいと思い 

ます。 
     また、本日の会議内容については、会議の概要を流山市のホームページ及び市役 



所内の情報公開コーナーにおいて、公表いたしますのでご了承願います。 
 
議長   前回の内容がホームページに掲載されていますが。 
 
事務局  前回の内容を掲載しますと混乱をきたすので、リニューアルいたします。 
   
議長   他にご意見がないようでしたら、これをもちまして本日の議事を終了したいと思

います。長時間にわたりご協力をいただき、ありがとうございました。 


